
碁
・

惑
ハ
正
九
年
十
噂
一
且
」
一
↓
一
匹
悶
。
口

大
正
十
三
年
六
月
二
十
四

July 1924・

第

戦
2，0．，　ft

＞、（メ

Svol．　IV，　No．42．　T　H

〆
繋

大
正
十
三
年
七
月

七
　
　
月
　
　
號

可
　
　
（
毎
月
　
一
　
回
一
一
↓
一
五
日
饗
行
り

三
年
六
月
ご
十
五
日
獲
行

7
v
攣

　
／影回＋四暗証旦
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
　
容

響
ジ
ョ
ン
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
●
ア
ダ
ム
民

、
通
俗
天
文
講
座
太
陽
の
黄
道
蓮
動
…
…
…
・
…
…
…
…
…
－
三
】
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
荒
　
木
　
　
俊
　
馬

　
星
ご
原
子
論
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
．
三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
學
D
・
H
・
メ
ン
ゼ
ル

　
名
前
の
い
ろ
く
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
三
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
教
授
理
學
士
上
　

田
　
　
穰

　
小
望
遠
鏡
に
よ
る
天
謹
選
眞
三
）
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
天
茎
壁
中
村
　
要

　
美
は
し
や
金
星
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
・
－
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
　
　
　
界
　
　
　
生

　
海
融
π
日
正
曲
（
十
七
）
・
：
・
：
：
：
：
：
；
：
：
・
：
：
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
：
：
！
・
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
二
三
八

　
衝
の
火
星
…
…
…
…
…
…
：
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
：
：
・
…
ご
四
四

　
此
の
延
喜
望
遠
鏡
で
而
臼
い
星
○
火
星
近
況
○
維
報
○
通
信
…
：
…
…
・
：
・
：
…
一
酉
七

　
太
陽
親
測
報
告
（
四
月
分
）
…
…
…
：
…
…
－
　
…
－
…
…
・
…
：
…
。
：
…
：
…
…
：
二
五
〇

　
七
月
の
天
象
：
…
…
…
…
…
・
…
：
：
…
…
：
…
－
・
：
：
…
…
…
・
…
…
・
…
：
…
…
…
ご
互

　
私
書
画
開
設
（
聖
護
院
局
第
十
一
號
）

…



會好同交天
本
　
部

京
都
大
半

　
　
天
文
墓
内

灘
聖
護
院
局
私
書
函

第
十
陶
土

（
振
替
口
座
大
阪

　
　
　
五
六
七
六
ぬ
）

入
會
の
奨
め

　
宇
宙
の
問
題
、
人
生
の
問
題
に
つ

い
て
解
決
を
．
得
ん
S
す
る
人
、
天
界

の
神
秘
を
探
ら
ん
ε
す
る
者
、
星
辰

を
友
ε
し
て
浩
然
の
氣
を
恣
ま
』
に

せ
ん
ミ
す
る
士
は
同
好
會
に
入
の
給

へ
。

　
天
文
學
は
現
代
科
學
．
の
精
華
、
科

此
中
の
乱
塾
、
眞
の
模
威
、
眞
の
嚴

引
回
の
精
確
、
箕
の
チ
ャ
ー
ム
を
呼

ば
ん
ざ
す
る
の
人
は
同
好
會
に
入
り

給
へ
。

　
　
同
好
會
規
則
摘
要

目
的
H
天
丈
學
の
普
及
、
同
好
者
の
親
睦

事
業

　
講
演
匿
毎
月
例
會
、
毎
年
大
峡
、
其
他

　
　
　
支
部
に
支
部
曾

　
講
脅
陛
基
礎
智
識
普
及
の
六
め
、
随
時

　
雑
誌
1
1
「
天
界
」
毎
月
一
回
會
員
に
配
布

　
観
測
H
随
時

會
古
刀
誰
で
も
激
迎

會
費
1
1
毎
月
金
参
拾
銭
（
牛
年
萱
圓
七
拾

　
　
　
銭
、
一
年
丁
丁
）

Contents　of　THE　HEAVENS　No．42．．．．．．Editor　T．　Ebi．

　　John　Fra’nklin－Adams．　（Frontispiece）

　　T．　Araki：　Popular　1．ectures　of　Astronomy　（3）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

D．　H．　Menzel：　Stars　and　the　Atomic　Theory．．．．．．．．．．．．．．．．．V．　Ueta　：

On　Various　Names．．．．．．．．．．．．．．．K．　Nakamura：　Celestial　Photography

by　a　Small　Telescope．．．．．．．．．．．．．．．．．．T．　Ebl：　Venus，　the　Beautiful．

　　1．　Yamamoto　：　My　Diary　Abroad　（17）L．．．．．．．．．．．．．．K．　Nakamura　：

Mars　in　Opposition．．．．．．．．．．．．．．．Stars　by　a　Small　Telescope．．．．．．．．．．．．．

Mars．．．．．．．．．．．．Genera1　News．．．．．．．．．．．．．．．Reports．．．．．，．．．．．．．．．．，．Monthly

Report　of　Sun－Spot　ObserNation　for　April．．．．．．．．．．．．．．．．．．Astronomical

Phenomena　for・July．．．．．．．．，．．．．．．P．　O．　Box　Shogoih　N一　o．　11．

Publishd　by　the　Society　of　Astronomical　Frierds，

　　　　　Kyoto　University　Observatory．

　　　　　　’P．　O．　Box　Shogoin　No．　11．）



（OHN　FRANKI．IN一．Ni）．N　puT1

．
　
■

獅
野

馬
、
　
．
、
　
甲
、

罐
＆趨

糠
蝦
謹
．
一
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
邑
し
　
．
．
層
』

　
　
．
　
・
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
く
．
㍉
　
「
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矧
』
．
層
、
　
　
、
．
　
．

　
　
　
』
．
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㌔
」
．
《
努
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
偽
’
　
」

　
1
．
I
I
l
l
量
■
聡
冨
墨
■
－
■
■
「
騨
1

、
＼
．
、

蔑
　
L

　
　
　
　
．
．
∴

　
．
　
，
尺

　
ビ
コ
ロ
ン

ご
ぎ
三
．
．
ζ
．
竃
．
．
㌔
，

．
　
　
「

，

’
！
昌
卜
・
ピ
ゾ

　
　
ヒ
　
　
ド

「
．
「
リ
セ
さ
■

　
　
，

P

．
」
　
　
　
　
　
　
　
，

6

ヨジ家天人素



252

　
　
　
　
編
輯
室
よ
り

△
在
呉
の
一
曾
貝
よ
り
「
天
文
學
の
早
め
」
に
就
て
御

高
見
中
野
渥
ぜ
ら
れ
山
事
な
感
謝
す
ろ
。
早
れ
ば
會

員
凡
て
の
聲
で
あ
る
こ
弔
慰
信
じ
、
追
々
蜜
改
善
致

し
大
．
い
書
存
じ
ま
す
。
會
費
も
少
し
く
値
上
げ
に
な

っ
て
、
以
前
よ
り
ば
絵
裕
が
出
來
よ
う
定
思
っ
て
居

ま
す
Q

△
久
し
振
り
で
在
来
の
山
本
氏
よ
り
二
つ
の
醗
課
が

到
着
し
て
喜
ん
で
居
ま
す
。
本
月
に
其
の
】
為
蜴
げ

ま
し
大
。

△
彌
々
穴
星
が
近
接
．
し
ま
し
実
、
、
中
村
＃
が
本
號
に

ば
衝
の
火
星
」
に
つ
い
て
書
毛
始
め
ら
れ
ま
し
☆
。

三
月
號
巨
是
非
、
火
星
の
こ
ビ
た
満
載
い
カ
し
六
い

希
望
で
軍
備
し
て
居
り
ま
す
Q

△
出
本
圃
の
「
火
星
が
來
う
ん
だ
」
の
外
、
前
斡
事
古

川
龍
城
氏
の
著
「
，
火
星
の
生
物
」
同
氏
翠
ピ
ケ
リ
ン
グ

敏
授
原
著
「
火
星
」
等
、
我
等
の
蓼
考
オ
な
る
書
が
澤

山
に
も
の
ぜ
ら
れ
て
贈
る
）
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來
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入
閣
休
暇
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謡
大
津
石
場
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光
亭
内
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井
天

繋
囚
に
於
い
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擬
測
を
綾
行
す
。
來
塞
者
ば
豫

め
照
會
あ
り
穴
し
。
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込
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買
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倉
員
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途
會
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書
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加
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